
主催：立川市・立川市青少年問題協議会

立川市青少年問題協議会事務局（子ども家庭部子ども育成課内）

立川市錦町3-2-26 ☎042-523-2111（内線1306・1302）
問合せ先

不要・入場無料申込み

たましんＲＩＳＵＲＵホール 小ホール会 場

１４：００～１６：００ （１３：３０ 開場）時 間

独立行政法人国立病院機構災害医療センター

救命救急科 医長 臼杵 理人 氏

講師

６/１３
（ 土 ）

子どものつらさ/おとなのつらさ
自傷・自殺の現状と予防
〜私たちにできること

令 和 ８ 年 度 青 少 年 健 全 育 成 市 民 運 動 推 進 大 会

【プロフィール】
2002年宮崎大学医学部医学科卒業後、九州大学医学部

精神病態医学教室に入局。専門はリエゾン・コンサルテー
ション精神医学。2022年より現職。災害医療センターにお
けるリエゾンチーム、緩和ケアチームの立ち上げ、PTSDに
関する臨床研究に尽力。厚生労働省精神・障害保健課、立川
拘置所医務課長、人事院職場復帰相談医を歴任。一般社団
法人日本うつ病センター上席研究員。医学博士。

厚生労働省が警察の自殺統計を基にまとめた2025（令和7）年
の全国の自殺者数は、3年連続で減少傾向にあるものの、小中高生
の自殺者数は、統計がある1980年以降最多となりました。子ども
の自殺の現状と、家庭や青少年の健全育成を支える地域でできる
ことについてお話しいただき、考える機会としたいと思います。

講演会

うすき まさと



青少年は、大きな可能性を持ち、次代を担うかけがえのない存在です。
青少年が自らの責任や役割を自覚し、ひとりの人間として尊ばれ、健やか
に成長し、社会に貢献できるよう、地域・家庭・学校・関係機関が力を合わ
せ、青少年健全育成市民運動を推進しましょう。

たましんRISURUホール 小ホール
（立川市錦町３－３－２０）
公共交通機関をご利用ください。

徒歩 ： ＪＲ中央線立川駅南口より、徒歩13分
ＪＲ南武線西国立駅より、徒歩7分

バス ： 立川バス「立川駅南口」より「国立駅南口」行
「たましんRISURUホール」下車

地域と家庭と学校がつながろう
未来をつくる たちかわっ子のために

内 容

会 場

(1) 青少年健全育成市民運動推進についての協力依頼

立川市青少年問題協議会会長 立川市長 酒井 大史

(２) 青少年健全育成功労者の表彰

(３) 令和8年度立川市青少年健全育成市民行動方針の説明

(４) 講演：「子どものつらさ/おとなのつらさ
自傷・自殺の現状と予防〜私たちにできること」

講師：独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター
救命救急科 医長 臼杵 理人 氏


